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＜BenesseLifeSmile ニュースレター＞ 

ベネッセが産婦人科医と、オリジナル妊婦向けインナーを開発 
～「肌にやさしいミルク繊維のインナーシリーズ」販売開始～ 

 
 

株式会社ベネッセコーポレーション（代表取締役社長：福島保、本社：岡山市）の生活事業

ブランド「BenesseLifeSmile」（以下、ベネッセライフスマイル）では、累計 53,000 枚販売さ

れた妊婦向け肌着をこのたびリニューアルし、2 月 15 日より通信販売を開始しました。 
 

妊娠期は体型が変化するだけでなく、ホルモンの変化などにより肌が敏感となります。その

ため妊娠前の肌着を使い続けることは、妊婦の健康やストレスの面などから好ましくない場合

もあり、近年、妊娠期を対象としたマタニティー肌着が充実しています。 
 

ベネッセライフスマイルでは、先輩ママの声を反映した妊婦向け肌着を 2007 年 9 月から通

信販売にて展開してきました。そこで今回、累計 53,000 枚の販売実績のある妊婦向け肌着「オ

リジナル小花レースシリーズ」を、産婦人科医のアドバイスを中心に、素材・機能ともにリニ

ューアルしました。 

まず素材面では、妊娠期の敏感な肌にやさしいミルク繊維を混紡した生地を採用しました。

ミルク繊維は牛乳を原料とした天然由来の素材で、吸水性に優れ、絹のような風合いをもって

います。さらに機能面では産婦人科医から妊婦の身体の変化に関するアドバイスをもとに、乳

腺の発達を妨げないようにアンダーの部分に幅の広いゴムを使用したり、胸の大きさの変化に

対応できるよう 4 段階ホックを採用するとともに、出産後の利用も考え、授乳しやすい仕様・

デザインとしています。 

 
 

肌にやさしいミルク繊維のインナーシリーズ（ハーフトップ） 

 

【本レターに関するお問い合わせ先】 

株式会社ベネッセコーポレーション 広報部 

担当：十河、坂本、濱野、西沢 

TEL: 042-356-0657  FAX: 042-356-0722 
 



 
 

＜BenesseLifeSmile ニュースレター＞ 

■ベネッセの妊婦向け肌着について■ 
 

◇ラインナップ： 肌にやさしいミルク繊維のハーフトップ、キャミソール、ショーツ、シェイ

プショーツ 

◇販売方法 ： 通販カタログ「ピースマイル」（定価 280 円）によるカタログ販売および 

ベネッセの総合通販サイト「ベネッセショッピングモール」による Web 販売 

◇販売時期 ： 2011 年 2 月 15 日より販売 

◇購入方法 ： 以下の方法でご購入ください。 

 ・ 通販カタログ「ピースマイル」（定価 280 円）の専用ハガキ 

または専用 FAX 用紙 

・ ベネッセの「ショッピングモール」内の「ピースマイル」 

（http://shop.benesse.ne.jp/ps/） 

・ 電話：0120 － 0 0 
た  ま  

1 4 
ひ  よ  

5 5
こっこ

  

（たまひよ SHOP サービスセンター） 
 
 

■ 「肌にやさしいミルク繊維のインナーシリーズ」のご紹介（一部）■  
 
肌にやさしいミルク繊維のハーフトップ 

 

 

素材に吸水性に優れたミルク繊維（プ

ロミックス※）を用いるとともに、妊娠

中期から出産後も心地よく使えるよう

な工夫を盛り込んでいます。 
 

サイズ ： M、L 

カラー ： アイボリー 

ピンク 

素材 

（身生地） 

： レーヨン 50％ 

プロミックス 45％ 

ポリウレタン  5％ 

価格 ： ¥2,100 円（税込） 

※プロミックス ： 牛乳に含まれる動物性たんぱく質（カゼイン）とアクリル繊維の原料の結合による繊維。 

 

■監修いただいた産婦人科医 

善方裕美先生（よしかた産婦人科 副院長） 

産婦人科専門医｡1993 年高知医科大学卒業。横浜市立大学付属病院産婦人科を経て、1998 年

より現職。 

◆著作・監修など 

『たまひよブックス 初めてママの母乳育児安心 BOOK』 総監修（ベネッセ刊）など 

◆よしかた産婦人科（WEBサイト）  http://www.yoshikata.or.jp/index.html 

 

 

 

 

 

善方先生からのコメント 

「インナーは汗をよく吸い取ってくれるように、吸水性の高い素材がおすすめです。

特に妊娠期はホルモンの影響でかゆみを感じる人が多いため、ブラのアンダーや足の

付け根などの敏感な部分は、しめつけない工夫があるといいですね。」 

http://www.yoshikata.or.jp/index.html

